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圃 ず

James Pilditch & Douglas Scott: 

The Business of Product Design, 

          Business Pubucations, London

プ ロダク トデザ イ ンの分 野 に於 ける最近 のイギ リス の動 きは、 イタ リアの そ

れ と並 んで 目 をみ は るものが ある。 ことに量産家具 、家庭 用機 器の分野 では、

今 日のデザ イ ンの動 向 を二分 して この両者 が相競 って い ると云 えよ う。感覚 的

要素 を強 く打 出 した 冒険的 なイタ リァデザ ィ ンに対 して、徹底 した合 目的性 と

それ に もとつ く明快 な造型 を特徴 とす るイギ リスデザ イ ンと、 この世 界で も云

い古 され た いわゆ る両国の 国民性 が如実 に現 われ て いるの が面 白い。

ことに興味 深 いの は、つ い数年前 までは組織的 なデザ イ ン活動 は おろか単発

的 なデザ イ ンにす ら程 んど見 るべ きものが ないと云 われ たイギ リス デザ イ ン界

のみ ごとなカムバ ックぶ りである。19世 紀 末、近 代 デザ イ ン活動へ の門 を開 き、

その道 の先駆 者 を任 じた イギ リス は、今 日に至 って再 びデザ イ ン界の リー ダー

シ ップ をと り戻 しっつ あると云 って も過言 では ない。斜 陽 といわれ るイギ リス、

伝 え聞 く頽廃 と無 気 力 とは う らは らに、 この様 な新 しいエネ ルギー の台頭 を見

るの は一 っの驚 きで あ る。

イギ リス工業 デザ イ ン界 に対 す るこの よ うな好 奇心 か ら最近読 んでみたのが

二 人の イ ギ゚ リス人 第一 線 デザ イナー による共著"THEBUSINESSOFPRO-

DUCTDESIGN"で あ る。本書の 内容 は著者 自身 冒頭 に述 べて い るよ うに、

デザ イナー 、技術者 、企業家 な どを対象 と した工 業 デザイ ン啓 蒙の ためのテキ
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ス トブ ック とも云 うべ きもの で、数 あ るこの種 の啓 蒙書 と比 して特 に 目新 しい .

もの ではない。 ミ良 い製 品 とは何 かミ に始 まって 、デザ イ ン組織 、企画 、調査

設計、製 品化 、人 間工学 、 コス ト、材料 、工程 、 な どにっ いて平易 な解 説 が続

く。

この書 を特徴 づ けてい るもの は、二人 のフ リー ラ ンスデザ イナー の豊富 な体

験 に基 く至 って具体 的な記述 であろ う。 それは随所 に現 われ る具 体例 に も、 又

巻末の8編 のケース ヒス トリー に も見 られ るd数 々の実例 は何れ も著 者 自身苦

しんだ問題 であ るが 、それだ けに強 く訴 え るもの があ る。

これ らの具体 的 な記述 に見 られ る著者の終始一 貫 した態度 は、 ミいかにす れ

ば売れ るかミ で あ り、 ミいか にすれ ば競争 に勝 て るかミ で ある。 このあた りク

ライア ン トに依存 す るフ リー ランス デザ イナー の偏 狭 とも受取 れ よ うが、 それ

もここまで徹底 すれ ばみ ごとで ある。著者 はこの 目的達 成のた めの条件 を一 っ

一つ実例 に照 ら して懇切丁寧 に解 説 して い くのだが
、 それは あ くまで合理性 に

立脚 した いわば最 も常識 的 な解答 ばか りと云 える。 しか しこの常識 の積重 ね こ

そが良 い製品 を生 み出す ので あるとい う著者の信 念 は、 と りもなお さず今 日の

イギ リス工業 デザ イ ンの水準 を支 えて いる力の一 っ では ないだ ろ うか。

ともあれ、最低 限の要求 さえ満 して いない数 々の製 品 を前 に して 、常識 的 な

ことを実 行す る ことのむっ か しさを感 じると共 に、著者 の挙 げ る きわめて常識

的なデザ イ ン条件 の一つ一つ をあ らためて認識 させ られたので ある。

工 業デザ イ ン実 務の テキス トと して良 し、デザ イ ン啓 蒙書 と して もわか り易

く、又デザ イナ ーの読み もの と して も面 白い。 イギ リスのデザ イナ ーの活動 情

況 を知 るには恰好 の書物 であ る。学生諸君 には手 頃 な英 文解訳 のテ キス トで も

あろ う。'A5版166頁 り写真21葉

京都工芸繊維大学 柳 原 明 彦
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